


家屋 一軒家
地震発生

日時
３月１１日14:00 被災状況

　停電・水・ガス

などインフラ停止

家屋は無事

家族構成 ６人 地震規模 震度７～

特集 地震と遭遇する時間場所！その備え！

爺さん（自宅でテレビ鑑賞）
揺れを感じたら「落ちてこない・倒れてこない・移動しない」所に隠れ、身を守る。
地震が収まったら、初期行動
１．ガス・ストーブなどの火の始末と電気のブレーカーを切る。
２．安否確認旗を掲示し隣近所に声を掛ける。
３．施錠し近所の方と、一時避難場所へ移動。（情報を得る）
４．自宅避難か避難所へ避難か選択する。（避難所の場合は非常持出を持参する）
５．家族との安否確認（ＮＴＴ災害伝言ダイヤル「１７１」など）
６．道路などの安全が確認出来たら、子供２名を迎えに行く（徒歩）

婆さん（繁華街を歩行中）

揺れを感じたら落下物から身を守り、公園など安全な場所へ（ない場合は、比較的新し
い建物に）避難する。
１．交通機関がストップして自宅へ帰れない場合は、近くの避難所に避難する。
２．家族との安否確認（ＮＴＴ災害伝言ダイヤル「１７７」など）

父さん（会社） ※会社の避難行動に従い身を守る。

１．会社内に留まる。
２．家族との安否確認（ＮＴＴ災害伝言ダイヤル「１７１」など）
３．安全が確認出来た後、徒歩で帰宅

母さん（パート先） ※パート先での避難訓練も必要です。
１．パート先に留まる。
２．家族との安否確認（ＮＴＴ災害伝言ダイヤル「１７１」など）
３．安全が確認出来た後、徒歩で帰宅（後、子供を迎えに
行く）

子供（学校） ※学校の避難
行動に従い身を守る。

１．先生の指示に従
い学校に止まる。
２．家族の迎えが
来たら徒歩で帰宅

その時、私はどうする。

（必須）家族との連
絡方法を決めてお
く事！

地震は個人の意思とは関
わりなく来ます！
家族は、それぞれの生活が
あり、離れている時間の方
が多く、それぞれで身を守
る行動が必要です！

家族構成 職業 ～６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時～

爺さん 無職 起床 食事 食事 散歩 食事

婆さん 無職 起床 食事 帰宅 食事

父さん 会社員 起床 食事 通勤（車） 帰宅・食事

母さん パート社員 起床 食事 帰宅 食事

子供（男） 中学１年生 食事 通学（自転車） 帰宅・食事

子供（女） 小学２年生 食事 通学（徒歩） 帰宅
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